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建設現場の集中監督を実施しました 
ＳＴＯＰ！死亡重大災害～建設業～ 

神奈川労働局（労働局長 藤枝 茂）は、本年の建設業の死亡災害急増を受け、神奈

川労働局管内の 12 労働基準監督署による建設工事現場の集中監督を今月実施しました。

その結果を取りまとめましたので公表します。 

 

【建設工事現場の集中監督指導結果の概要】 

（１）実施期間   令和６年 12 月２日～12 月 13 日 

（２）臨検監督実施現場数       １６８ 現場 

（３）臨検監督実施件数        ３５９ 件   

（４）違反率（※）          ５９．６％ 

（５）主要違反事項等の件数 

元方事業者等の管理に係る違反   １２０件 

足場の墜落防止措置等に係る違反   ６５件 

昇降設備、はしご等に係る違反    ４３件 

行政処分(作業停止等命令)      ２４件 

（６）違反の傾向 

元方事業者の安全衛生管理以外では、足場、架設通路等における手すりの未設

置等に関する違反が最も多く、次いで、昇降設備、はしご、安全通路等の安全確

保に係る違反や、足場以外の高所作業における墜落防止措置(作業床の未設置、

墜落制止用器具の不使用等)に関する違反が認められた。その他、建設機械の危

険防止措置や感電防止措置の違反等多岐にわたる法違反が認められた。 

また、作業停止、立入禁止等の命令である行政処分は、足場における手すりの

未設置等と足場以外の手すりの未設置等とが同数となっている。 

※ 労働基準監督官が臨検監督した現場において、元方事業者や請負会社に対して法違反に係る

是正勧告等を行ったもの（法違反以外の指導事項を含んでおりません）。 

 

添付資料 建設現場集中監督指導結果(令和６年 12 月実施) 

建設工事現場の集中監督を実施します(令和６年 11 月 21 日付けプレスリリース) 

 

 

担 

 

 

当 

令和６年 12 月 23 日 

【照会先】 

神奈川労働局 労働基準部 安全課 

安 全 課 長   塚田 和男 

主任地方産業安全専門官  永吉 浩一 

地方産業安全専門官   関川 晃 

 電 話 045－211－7352 



(添付資料)

１ 違反状況

建 築 土 木
その他

(電気工事等） 計

臨検監督実施現場数 144 9 15 168

臨検監督実施件数 317 24 18 359

法令違反件数 207 5 2 214

違反率 65.3% 20.8% 11.1% 59.6%

行政処分件数(作業停
止等命令)

24 － － －

２ 違反の概要

足場以外の高所作業
における墜落防止措
置

28
作業床の未設置、作業床の端部や開口部における囲い、
覆い、手すり等未設置、墜落制止用器具の不使用、墜落
制止用器具の取付設備未設置等

作業主任者の氏名及
び職務内容の周知

20 足場の組立等作業主任者等の選任時における氏名及び職
務内容の掲示等による周知義務未措置

　　　建設現場　集中監督指導結果(令和６年12月実施)

違反
件数

120

65

43

足場等の墜落防止措
置

昇降設備、はしご、
安全通路等の安全確
保

主な内容

協力会社(下請)の法令違反の指導の未実施、協力会社が
使用する墜落防止設備等に係る災害防止措置の未実施

足場における手すり・中さん・幅木等未設置、墜落制止
用器具の不使用、点検未実施等。その他架設通路、作業
構台に係る手すり等未設置、点検の未実施、最大積載荷
重の未表示等を含む。

高さ（深さ）1.5メートルを超える箇所の昇降設備、移
動はしごの転移防止、通路における障害物放置等

元方事業者等の安全
管理

建設機械・クレーン
等

型枠支保工等

研削といしの覆い未措置、ガス容器の転倒防止未措置、
足場の変更未届等その他

車両系荷役運搬機械、車両系建設機械、高所作業車、移
動式クレーン等の作業の方法の未決定、接触による危
険、エンジンの停止等を行わず建設機械から運転者が降
車、月例点検、作業開始前点検未実施等

パイプサポート等支柱の脚部の滑動防止未措置、関係者
以外の立入禁止未措置

16

6

14

化学物質取扱い等有
害作業の適正管理

12

化学物質のリスクアセスメント未実施、ＳＤＳ（安全
データシート）の作業場未周知、有機溶剤貯蔵場所の立
入禁止未措置、地下ピットにおける酸素濃度測定の記
録・保存未措置等

電気機械器具の使用
に係る感電防止

9
コードリール等電気機械器具の充電部の覆いの破損、点
検未実施、溶接棒ホルダー（絶縁部）の破損状態での使
用、仮設配線の通路面での使用（損傷防止未実施）等














